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こ
の
改
正
法
は
、
昨
年
11
月
に
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
政
策
検
討

委
員
会
の
「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け

た
改
革
の
姿
」
を
踏
ま
え
て
、
「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
法
制
面
で
具
体
化

し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
森
林
法
改
正
で
は
、
森
林
所
有

者
が
そ
の
責
務
を
果
た
し
、
森
林
の
有
す

る
公
益
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
に
、
森
林
所
有
者
が
不
明
な
場
合
に
も

必
要
な
間
伐
や
造
林
等
を
確
保
す
る
た
め

の
私
権
制
限
の
強
化
や
、
森
林
経
営
計
画

の
創
設
な
ど
森
林
計
画
制
度
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
者
の
届
出
制
度
の
創
設
や
無
届

伐
採
が
行
わ
れ
た
場
合
の
伐
採
の
中
止
命

令
の
新
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
等
か

ら
森
林
へ
立
入
調
査
で
き
る
者
の
拡
大
等

の
一
部
の
規
定
に
つ
い
て
は
公
布
日
か
ら

の
施
行
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
改
正
内
容
の
関
係
者
へ
の
周

知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
見
直
し
や
、
平
成
23
年
度
予

算
か
ら
新
た
に
導
入
し
た
森
林
管
理
・
環

境
保
全
直
接
支
払
制
度
等
を
着
実
に
実
施

し
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
を

図
る
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
法
の
概
要

１

所
有
者
が
不
明
の
場
合
を
含
む
適
正

な
森
林
施
業
の
確
保

(1)

他
人
の
土
地
に
つ
い
て
路
網
等
の

設
置
が
必
要
な
場
合
、
土
地
所
有
者

等
が
不
明
で
も
使
用
権
の
設
定
を
可

能
に
す
る
た
め
、
公
開
に
よ
る
意
見

聴
取
の
機
会
を
設
け
る
旨
を
公
示
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
手
続
き
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
。

(2)

森
林
所
有
者
が
、
早
急
に
間
伐
が

必
要
な
森
林
（
要
間
伐
森
林
）
の
間

伐
を
行
わ
な
い
場
合
も
し
く
は
、
所

有
者
が
不
明
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、

行
政
の
裁
定
に
よ
り
施
業
代
行
者
が

間
伐
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
な
ど
制
度
を
拡
充
す
る
。

２

無
届
伐
採
が
行
わ
れ
た
場
合
の
造
林

命
令
の
新
設

無
届
に
よ
る
伐
採
に
つ
い
て
、
森
林

所
有
者
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
災
害
発

生
等
防
止
の
観
点
か
ら
伐
採
の
中
止
及

び
伐
採
後
の
造
林
を
行
わ
せ
る
た
め
の

命
令
を
、
新
た
に
発
出
で
き
る
よ
う
措

置
す
る
。

３

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

旨
の
届
出

新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
者
に
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
と
す
る
。

４

森
林
所
有
者
に
関
す
る
情
報
の
取
り

扱
い都

道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
は
こ

の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
範
囲
で
森
林

所
有
者
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
。

５

森
林
計
画
制
度
の
見
直
し

森
林
所
有
者
等
が
作
成
す
る
現
行
の

森
林
施
業
計
画
を
森
林
経
営
計
画
に
改

め
、
内
容
の
改
正
を
行
う
。

(1)

集
約
化
を
前
提
に
、
路
網
の
整
備

等
を
含
め
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
と

す
る
。

(2)

森
林
所
有
者
の
ほ
か
、
そ
の
委
託

を
受
け
て
長
期
・
継
続
的
に
森
林
経

営
を
行
う
者
（
森
林
組
合
等
）
が
計

画
を
作
成
す
る
。

関
東
森
林
管
理
局
の
取
組

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
現
の
た
め
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
組
織
・
技
術
・
資
源
を
活

か
し
て
、
管
内
に
あ
る
23
の
森
林
管
理
署

等
ご
と
に
課
題
を
掲
げ
、
国
民
の
財
産
で

あ
る
国
有
林
を
守
る
と
と
も
に
、
林
業
経

営
及
び
技
術
の
高
度
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

１

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
・
協
力
し

た
森
林
整
備
の
推
進

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
静
岡
県
、

福
島
県
な
ど
と
の
間
で
、
民
有
林
・
国

有
林
の
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
を
推
進

す
る
た
め
の
「
覚
書
」
を
締
結
し
、
具

体
的
に
連
携
可
能
な
地
区
に
お
け
る
森

林
整
備
の
内
容
等
に
つ
い
て
「
森
林
整

備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
、
「
森
林
共

同
施
業
団
地
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
に
は
、
伊
豆
地
域
森
林

共
同
施
業
団
地
（
静
岡
県
加
茂
郡
松
崎

町
ほ
か
）
、
笹
森
山
地
区
森
林
共
同
施

業
団
地
（
福
島
県
福
島
市
）
古
殿
地
区

森
林
共
同
施
業
団
地
（
福
島
県
石
川
郡

古
殿
町
）
が
設
定
さ
れ
、
民
有
林
・
国

有
林
が
連
携
し
た
効
率
的
な
森
林
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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企
画
調
整
室

平
成
23
年
４
月
22
日
、
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

た
の
で
、
そ
の
概
要
と
関
東
森
林
管
理
局
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



２

森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
の

安
定
供
給

植
え
付
け
作
業
効
率
の
よ
い
コ
ン
テ

ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
造
林
の
実
践
、

間
伐
材
等
の
安
定
供
給
と
利
用
拡
大
を

図
る
た
め
低
質
材
や
林
地
残
材
の
シ
ス

テ
ム
販
売
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
・
石

炭
火
力
発
電
所
等
で
の
混
焼
原
料
と
し

て
の
需
要
開
拓
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

３

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
向
け
た

取
組多

様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全

に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全
の
取
組
を
推

進
し
て
お
り
、
特
に
、
群
馬
県
に
所
在

す
る
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
、
生
物
多
様
性
保
全

と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

平
成
22
年
度
に
関
係
者
と
協
働
で
策
定

し
た
「
赤
谷
の
森
管
理
経
営
計
画
」
に

基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４

生
物
多
様
性
の
保
全

原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な

野
生
生
物
が
生
息
成
育
す
る
森
林
に

つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

通
じ
た
保
全
・
管
理
を
行
い
、
野
生

鳥
獣
と
の
共
生
を
可
能
と
す
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
地
方
公

共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
ク

マ
・
シ
カ
等
の
植
生
荒
廃
対
策
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

（３）平成２３年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８９号
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第
２
回高

尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
森
林
教
室

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
理
解

や
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
森
林
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
教
室
は
、
小
学
校
等
か
ら
の
依
頼

を
受
け
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
度

は
13
校
、
延
べ
１
８
３
３
名
の
参
加
が
あ

り
、
遠
く
は
横
浜
市
、
都
内
墨
田
区
や
台

東
区
な
ど
か
ら
も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
３
校
に
森
林
教

室
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
新
た
に
行

う
こ
と
に
な
っ
た
相
模
原
市
立
作
の
口
小

さ

く

ぐ

ち

学
校
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

作
の
口
小
学
校
に
森
林
教
室
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
３
月
半
ば
、

高
尾
山
に
遠
足
の
下
見
に
来
ら
れ
た
先
生

方
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
に
寄
ら
れ

た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
日
は
、
当

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
（
施
設
内
で
の
木
の
実
や
枝
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
間
伐
・
丸
太
切
り
・
自
然
観
察
等
）

を
説
明
し
、
日
を
改
め
て
日
程
や
内
容
を

調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
に
入
り
遠
足
の
日
程
が
６
月
３
日

(

金
）
に
決
ま
り
、
4
月
12
日
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
に
林
業
体
験
で
ス
ギ

人
工
林
の
間
伐
を
行
い
、
そ
の
後
高
尾
山

山
頂
ま
で
自
然
観
察
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
週
間
後
の
６
月
９
日

（
木
）
に
は
、
学
校
に
職
員
が
赴
き
、
林

業
体
験
で
子
ど
も
た
ち
が
伐
っ
た
間
伐
木

で
丸
太
切
り
を
行
い
、
花
炭
作
り
と
講
義

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
緑

一
色
の
景
色
、
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
森

の
中
で
の
作
業
で
す
か
ら
、
と
て
も
印
象

に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

後
日
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ
の

日
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当

セ
ン
タ
ー
に
は
、
班
ご
と
の
集
合
写
真
と

寄
せ
書
き
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
せ
書
き
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
植
物
は

う
ご
い
て
な
い
け
ど
生
き
て

い
る
」

「
森
林
は
ね

と
て
も
大
切
な
ん
だ
よ
知
っ

て
た
？
」

「
緑
に
つ
つ
ま
れ

い
い
気
分
」

「
高
尾
山

緑
に
か
こ
ま
れ
て
自
然
観
察

せ
ん
ぶ
り

湧
き
水

わ
す
れ
な
い
」

「
杉
の
木
は

暴
風
に
た
え
つ
づ
け

今

も
あ
る
」

「
高
い
木
は

ど
ん
な
景
色
を
み
て
い
る

の
か
な
」

子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
心
で
観
て
感
じ

た
森
林
（
自
然
）
へ
の
気
づ
き
や
感
動
が

満
ち
満
ち
て
お
り
、
職
員
一
同
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
、
森
林
教
室
に

興
味
を
も
た
れ
る
東
京
近
郊
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
高
尾
森
林
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成２３年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８９号（４）

高尾山山頂にて

間伐の現地（傾斜約40°コワ～イ！）

高尾山での自然観察

花炭作りの準備
（マツボックリ等が炭になる～！）

子どもたちからの寄せ書き



福
島
県
い
わ
き
市
の
中
心
部
か
ら
北
へ

約
30
㌔
、
双
葉
郡
川
内
村
と
の
境
に
戸
渡

と

わ

だ

国
有
林
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
戸
渡
国
有
林
の
一
部
に
つ
い
て
、

２
０
０
２
年
に
磐
城
森
林
管
理
署
と
の
間

で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
」
活
動
に
係
る

協
定
書
を
締
結
し
「
と
わ
だ
遊
学
の
森
」

と
名
づ
け
て
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
阿
武
隈
高
地
の
中
程
に
あ
る

と
こ
ろ
で
、
標
高
は
５
０
０
～
５
５
０
㍍

あ
り
、
１
２
０
年
生
以
上
の
天
然
林
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
水
源
涵
養
保
安
林

と
し
て
維
持
保
全
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、

東
北
の
奥
山
の
よ
う
な
景
観
と
雰
囲
気
を

残
し
て
お
り
、
ブ
ナ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
等
の
高
木
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
と
わ
だ
遊
学
の
森
」
の
尾
根
沿
い
を
中

心
に
、
幅
1
㍍
、
長
さ
１
．
５
㌔
㍍
の
歩

道
を
整
備
し
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く

の
市
民
を
対
象
に
、
自
然
観
察
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
地
形
に
特
徴
が
な

く
迷
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
案
内

人
を
つ
け
て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
戸
渡
川
の
源
流
部
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
水
源
か
ら
支
流
、
本
流

へ
と
つ
な
が
り
な
が
ら
川
が
成
り
立
っ
て

い
る
様
子
を
直
接
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
、

森
林
の
も
つ
水
源
涵
養
機
能
に
つ
い
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

標
高
差
50
㍍
と
な
だ
ら
か
な
地
形
も
幸
い

し
て
、
森
林
療
法
の
た
め
の
基
地
と
し
て

も
適
し
て
お
り
、
散
策
す
る
だ
け
で
心
身

と
も
に
、
癒
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。た

だ
、
こ
の
場
所
が
多
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
利
用
者
が
増
加
し
た
こ
と
に

伴
い
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

利
用
者
増
に
伴
う
踏
圧
の
影
響
に
よ
り
、

今
ま
で
ふ
か
ふ
か
し
て
い
た
歩
道
が
や
や

堅
く
な
り
、
4
～
5
㌢
低
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
一
日
に
利
用
で

き
る
人
数
を
多
く
て
も
50
～
60
人
以
内
、

で
き
れ
ば
20
～
30
人
以
内
に
制
限
し
て
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
森
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
気
持
ち
で
利

用
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
８
年
か
ら
は
同
じ
戸
渡
国
有
林

内
で
、
遊
学
の
森
か
ら
東
側
に
８
０
０
㍍

位
離
れ
た
場
所
を
追
加
し
て
利
用
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
と
し
、
３
年
か
け
て
段
階
的

に
整
備
し
、
戸
渡
自
然
体
験
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

国
有
林
と
隣
接
す
る
民
有
林
３
㌶
を
一
体

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。国

有
林
部
分
は
、
現
在
の
国
道
３
９
９

号
の
前
身
が
開
通
す
る
迄
（
約
60
年
前
）

は
利
用
さ
れ
て
い
た
昔
の
街
道
（
塩
の
道
）

を
約
８
０
０
㍍
復
元
し
、
往
時
を
し
の
び

な
が
ら
散
策
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

民
有
林
の
方
は
、
南
西
に
戸
渡
川
が
流

れ
て
い
る
平
坦
な
と
こ
ろ
で
、
ア
カ
マ
ツ
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等

の
混
交
林
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
観
察
会
、
森
林
林
業
体
験
、
森
林

療
法
体
験
等
の
活
動
が
で
き
る
ほ
か
、
キ
ャ

ン
プ
や
戸
渡
川
で
の
川
遊
び
も
で
き
ま
す
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
も
み
ら
れ
る
自

然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
森
林
環
境
教
育
の

実
践
の
場
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
環
境
を
保
持
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２３年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８９号

塩の道の整備状況

とわだ遊学の森中央広場

戸渡自然体験活動における林業体験

モリアオガエルの卵



村上森林事務所は関東森林管理局管轄区域の最北

部、新潟県村上市の中央に位置し、旧村上市と旧神

林村の国有林野、およそ5,500㌶を管轄しており、

日本海に面したアカマツを主とした海岸林から山岳

地帯の原生的なブナ林まで、多岐にわたり様々な森

林の様子を見ることができます。

日本の白砂青松百選に選ばれ、かつての村上藩主

やその家臣がアカマツ林に紅白幕を張り野宴を楽し

んだとされる「お幕場」と呼ばれる地区では、マツ

クイムシによる被害を防止するため、村上市と協力

して病虫獣害防除事業を実施しています。マツクイ

ムシの被害から守られた樹齢百年を越えるアカマツ

林には、オオタカやミサゴなどの猛禽類をはじめ多

くの野鳥が生息し、近隣の人々の憩いの場としても

親しまれ、安らぎを与えています。

また、開湯百年を迎えた瀬波温泉地区では、失わ

れたマツ林を取り戻すため保安林改良事業を進めて

おり、地元瀬波小学校６年生による卒業記念植樹や

地区ボランティアの皆さんにより手入れされたアカ

マツやクロマツの幼樹が、子どもたちの成長ととも

に、すくすくと育っています。

当事務所管内には、北は朝日山地に水源をもつ

三面川、南は朝日飯豊山地から流れる日本一水質

のきれいな清流に選ばれたこともある荒川があり、

サケやサクラマス、アユなどの漁場として、多く

の釣人に親しまれています。三面川河口には魚つ

き保安林が明治30年に指定されるなど、古くから

海、川、山の連携が密接で、良好な関係が保たれ

てきている地域です。

村上市では、平成23年１月に、市の木・花・鳥

を制定し、市の木として、市内の国有林野に広く

生育するブナ、市の花として海岸保安林付近に自

生するハマナス、市の鳥としてクマタカを選出して

います。いずれも村上市の豊かな自然を象徴してい

ます。

当支署の森林官として１年が過ぎました。環境に

配慮しながら地域とともに行うマツ林の保全や育成

など課題も多く、管内の状況をすべて熟知するには

至っておりませんが、「村上のことは彼に聞けばわ

かる」と言われる森林官をめざし、日々努力してい

きたいと考えています。

抱卵中のミサゴ

三面川のサケ漁

地元瀬波小学校６年生による卒業記念植樹

失われたマツ林を取り戻す保安林改良事業

平成２３年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８９号（６）



高妻山（標高2,353㍍）は、長野県北部の戸隠連峰

の最高峰で、ピラミダル（ピラミッドのように角錐を

なすさま。）な姿から戸隠富士とも呼ばれています。

高妻山は、新潟県妙高市と長野県長野市に跨り五地

蔵山から高妻山山頂に至るまでの稜線が関東森林管理

局と中部森林管理局との境界になっています。

高妻山は山岳密教（平安時代に起こった真言宗、天

台宗などの宗派）の山伏と呼ばれる修行僧が入った山

のひとつで、その名残が地名として小さな石仏ととも

に残っています。

高妻山の一不動がそれで、二釈迦、三文殊、四普賢、
ふ ど う し ゃ か も ん じ ゅ ふ げ ん

五地蔵、六弥勒、七観音、八薬師、九勢至と続き、十
じ ぞ う み ろ く か ん の ん や く し せ い し

阿弥陀で山頂に到着します。
あ み だ

登山ルートは、長野県戸隠キャンプ場から一不動を

経て高妻山に登るものだけで、往復には９時間前後か

かり、日本百名山中でも最長行の山のひとつです。

草原が広がる牧場を抜け、渓流沿いのゆるやかな道

を進むと徐々に勾配が増し、不動滝のある帯岩にぶつ

かります。さらに登り、避難小屋の建つ一不動を経て、

五地蔵山まで断崖を進みます。

五地蔵山から先はアップダウンのある苦しい行程

で、稜線直下の急登を登り切ると、ほどなく山頂へ

と辿り着きます。

豪雪地帯のため高山植物が豊富で、シラネアオイ、

ハクサンシャジン､ヒメクモマグサなどが楽しめます。

上越森林管理署では、この高妻山をはじめとする

豊かな自然を有する国有林を後世に伝えるため、登

山者へのマナー向上の呼びかけや森林の保全管理活

動を行っています。

（上越森林管理署 広報広聴連絡官 伊藤武徳）

た か つ ま や ま

岩肌の横断

雪国に特有なシラネアオイ

（７）平成２３年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８９号

山頂部の十阿弥陀と青銅鏡

高
尾
山
の
表
参
道
で
あ
る
一
号
路
を
自
然
観
察
し

な
が
ら

っ
く
り
登
り
、
咲
き
始
め
た
秋
の
花
や
渡

り
を
す
る
チ
ョ
ウ
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

の
飛
翔

み
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
没
後
、
薬
王
院
で
ム
サ
サ
ビ
を
観
察
し
ま
す
。

空
飛
ぶ
ザ
ブ
ト
ン
と
形
容
さ
れ
る
ム
サ
サ
ビ
が
頭
上

を
滑
空
す
る
の
を
見
た
ら
、
感
動
を
受
け
る
こ
と
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

実

施

日

平
成
23
年
９
月
10
日
（
土
）

集

合

京
王
電
鉄
高
尾
山
口
駅
改
札
前
14
時
30
分

解

散

集
合
場
所
と
同
様

21
時
00
分
頃

募
集
人
員

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
、

申
込
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

（
当
日
連
絡
可
能
な
も
の
）
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
ご
記
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
23
年
８
月
27
日
（
土
）
必
着

参

加

費

大
人

１
，
７
０
０
円

小
人
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
大
人
同
伴
）

お
申
し
込
み
先

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

１

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

「
高
尾
山
親
子
で
ム
サ
サ
ビ
観
察
と
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
係

お
問
い
合
せ
先

（
担
当:

杉
山
顕
一
）

電
話
番
号
（
０
３
）
３
４
２
０-

１
７
８
３

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/takao/index.htm
l
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